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新燃岳噴火に伴う森林被害調査について 

（地上調査） 
 

 九州森林管理局では、新燃岳噴火に伴う森林被害の状況を把握するため、鹿児島県霧島

市の霧島川上流の国有林において現地調査を実施しましたので、概要をお知らせします。 

 
記 

 
１ 調査日及び場所 
 
 
２ 調 査 結 果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

令和７年７月 16 日（水） 
     
 

 鹿児島県内の国有林 

別添のとおり 
  
鹿児島県霧島市の霧島川上流の国有林において、地上からの調査を

行い、新しい渓岸侵食跡や土石の堆砂を確認しました。 
九州森林管理局では、今回の現地調査結果を踏まえ、降雨に伴う下

流域への土砂流出を防止する観点から、既存の治山ダム背面の土砂

等の緊急的な排土工事を実施する予定です。 
引き続き、噴火・降灰等に関する情報収集に努め必要な対策を講じ

てまいります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  【問い合わせ先】 
   林野庁九州森林管理局  
             計画保全部 治山課  
            担当者：治山課長 中島朝和 
               課長補佐 田中國康 
                    電  話：096-328-3631 

 



林野庁
九州森林管理局

※国土地理院地図を利用して作成

○有識者へのヒアリング（７月18日）
現地調査を踏まえた対策を検討

霧島山(新燃岳)の噴火に伴う森林被害調査の結果

③

②既設治山ダムの状況
治山ダムの背面が満杯となっている状況を確認

②

①

①既設治山ダム背面の状況
治山ダムの背面が満杯となっている状況を確認

④

踏査ルート

③既設治山ダムの状況
土石が治山ダムの袖を越流した状況を確認 ④永池二号橋の状況

土砂が永池二号橋を流下したことを確認

7月16日（水）、鹿児島県霧島市の霧島川上流の国有林において、地上からの調査を行い、新しい渓岸
侵食跡や土石の堆砂を確認しました。
九州森林管理局では、今回の現地調査結果を踏まえ、降雨に伴う下流域への土砂流出を防止する観点か

ら、既存の治山ダム背面の土砂等の緊急的な排土工事を実施する予定です。
引き続き、噴火・降灰等に関する情報収集に努め必要な対策を講じてまいります。

火口から3km圏

新燃岳


